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学位論文内容の要旨 
HEG1 is a novel mucin-like membrane protein that serves 
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は 130 症例の中皮腫に対して 92%の感度だった．現在使われている中皮腫マーカーである
calretinin と WT-1 の感度がそれぞれ 80%，87%であり，SKM9-2 はそれらを上回る感度を示




	 310 症例の非中皮腫腫瘍で SKM9-2 は尿路上皮癌，平滑筋肉腫，類上皮血管肉腫のそれぞ
れ 1 症例ずつ，合計 3 例でのみ発現がみられ，特異度は 99%に達した．非腫瘍性の組織で
はほとんどの細胞において SKM9-2 は結合しなかった． 
	 SKM9-2 抗原をクロマトグラフィで精製し HEG1 と同定した．HEG1 は多くの糖鎖が付加
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